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　ヴァイオリニストの早稲田桜子さんによるアウトリ
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気分はヴァイオリントリオ！（七百中学校音楽室より）
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かえでのまちのできごと

2011（H23）2月号　２

　

１
月
８
日
、
六
戸
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
町
総
合

体
育
館
で
卓
球
大
会
を
開

催
し
、
近
隣
市
町
村
か
ら

10
の
小
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

　

畠
山
翔
太
郎

（
六
戸
小
５
年
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
３
位

　

田
中
美
和 　
　
　
　

 

（
六
戸
小
５
年
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
３
位

　

佐
藤
蓮
・
畠
山
翔
太
郎（
六
戸
小
５
年
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

　

上
明
戸
早
紀
・
畠
山
ひ
な
の

（
六
戸
小
６
年
）

同
第
３
位

　

鈴
木
美
憂
・
成
田
瑞
季（
六
戸
小
６
年
）

　　

１
月
10
日
、
六
戸
町
生
涯
学
習
講
演
会

実
行
委
員
会
は
文
化
ホ
ー
ル
で
１
コ
イ
ン

講
座
（
生
涯
学
習
講
演
会
）
を
開
催
し
、

約
４
０
０
人
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
中
の
山
田
邦
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
自
身
が
ガ
ン
と
向

き
合
っ
て
き
た
体
験
や
健
診
の
大
切
さ
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。ガ
ン
と
は「
明

る
く
前
向
き
に
」
向
き
合
っ
た
と
い
う
山

田
さ
ん
。
一
見
暗
く
な
り

が
ち
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、

軽
快
で
絶
妙
な
ト
ー
ク
に

会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

「
ガ
ン
に
終
わ
り
は
な
い
。

再
発
や
転
移
の
心
配
も
あ

る
け
れ
ど
、
明
日
笑
え
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。
大
丈
夫
、
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、
六
戸
町
は
役

場
２
階
会
議
室
で
新
区
長
会

議
を
行
い
、
新
た
に
選
出
さ

れ
た
48
町
内
会
の
区
長
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
町
よ
り
区
長

配
布
文
書
業
務
や
町
内
会
で

利
用
で
き
る
各
種
補
助
金
、

交
通
災
害
共
済
組
合
事
業
の

加
入
促
進
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
理
解
と
協
力
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参

加
し
た
区
長
よ
り
資
源
ご
み
の
回
収
や
防

犯
灯
の
修
繕
、
町
で
実
施
す
る
予
定
の
ⅰ

フ
レ
ー
ム
を
活
用
し
た
社
会
実
験
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
町
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
の
任
期
は
１
月
１
日
よ
り
１
年
間

で
、
こ
れ
か
ら
、
町
と
町
内
会
の
連
絡
役

と
し
て
尽
力
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六戸勢、実力を発揮
～六戸町スポーツ少年団卓球大会～

新体制に伴い町内会区長業務を確認
～平成23年新区長会議～

明日も笑えるようにいきましょう！
～生涯学習講演会、１コイン講座～

　

１
月
18
日
、

六
戸
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合

会
（
髙
森
好
助
会
長
）
は
町
内
の
各
小
学

校
や
保
育
園
を
訪
れ
、
手
縫
い
の
ぞ
う
き

ん
な
ど
約
４
０
０
枚
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
ク
ラ
ブ
が
毎
週
火
・
金
曜
日

に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
際
に

手
縫
い
し
た
も
の
。
六
戸
小
学
校
を
訪
問

し
た
漆
澤
た
け
さ
ん
（
上
吉
田
）
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
か
ら

色
ん
な
情
報
交
換
が
で
き

る
。
み
ん
な
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
く
縫
い
も

の
し
て
ま
す
よ
」
と
、
来

年
に
向
け
て
意
欲
十
分
と

い
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
小
笠
原

隆
治
さ
ん
（
た
て
の
台
）

よ
り
い
た
だ
い
た
タ
オ
ル

約
２
０
０
枚
を
町
内
の
小

学
校
と
保
育
園
に
あ
わ
せ

て
寄
付
し
ま
し
た
。

みんなで楽しくつくってます！
～老人クラブ、ぞうきんやタオルを寄付～

　
　

絶妙なトークで笑いを誘った山田邦子さん

男子ダブルスで３位入賞した
畠山翔太郎くん(左)・佐藤蓮くん(右)ペア

代表で委嘱状を受ける苫米地和夫小平・柳町町内会長

沼田六戸小校長にぞうきんを手渡す
（右から）沖澤クニさん（根古橋）、
種市みねさん（赤田）、漆澤さん、
髙森会長

少
年
団
の
男
女
約
１
０
０
名

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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12
月
18
日
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
に
続
い
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
フ

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ナ
イ
ト
」

早
稲
田
桜
子
さ
ん
に
よ
る
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
が
行

わ
れ
、
会
場
の
文
化
ホ
ー
ル

に
は
町
内
外
か
ら
約
１
０
０

人
の
聴
衆
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
中
心
に
ア
ン
コ
ー
ル
を

含
め
た
全
９
曲
と
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
２
曲
、
音
楽
朗
読

劇
「
３
び
き
の
く
ま
」
を
披
露
。
聴
衆
は

桜
子
さ
ん
と
姉
の
眞
理
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
が

奏
で
る
優
雅
な
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
を
訪
れ
た
大
平
伸
子
さ
ん

（
上
町
）
は
「
自
分
の
身
近
で
こ
ん
な
に
す

て
き
な
演
奏
を
聞
け
て
う
れ
し
い
。
次
回
も

ぜ
ひ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
欲
し
い
」
と
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

会場を魅了した早稲田桜子・眞理姉妹の
ヴァイオリンとピアノのデュオ

優雅な音色にうっとり
～早稲田桜子ヴァイオリンリサイタル～

あなたのところへ

　　すてきな音色お届けします！

　12月16日・17日の両日、六戸小学校、
六戸中学校、七百中学校でクラシック音

楽をもっと身近で学ぶアウトリーチ活動が行われました。今回の講師は、
ヴァイオリニストの早稲田桜子さんとピアニストの早稲田眞理さん姉
妹です。（写真は17日に取材した七百中学校の様子を掲載）

演奏もさることながら、
すてきな笑顔が印象的な
講師の早稲田桜子さん。

｢

自
分
の
世
界
に
浸
れ
て
楽
し
か
っ
た
」

と
、
簗
場
有
希
さ
ん
（
古
里
）。

思
わ
ず
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
出
し
た
。

ク
ラ
ス
全
員
で
合
唱
曲
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

「
歌
声
に
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

と
、
早
稲
田
桜
子
さ
ん
も
感
激
し
た
。

　初めて触れるヴァイオリンに興味
津々の生徒たち。手ほどきを受けながら、
実際に音を出してみる。驚くほどの繊
細さに、持つ手も少し震え気味。
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１
月
19
日
、
六
戸
町
教

育
委
員
会
は
文
化
ホ
ー
ル

で
中
学
生
教
育
講
演
会
を

行
い
、
町
内
中
学
生
と
そ

の
父
兄
、
約
３
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
伊
藤
真
先
生
は
、

弁
護
士
と
し
て
活
躍
す
る

か
た
わ
ら
、
司
法
試
験
の

受
験
指
導
を
行
う
伊
藤
塾

を
開
塾
し
、
多
く
の
受
験

生
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
一
票
実
現
国
民
会
議
の
発
起

人
と
し
て
、
一
票
の
格
差
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

講
演
で
伊
藤
先
生
は
、
自
身
の
体
験
か

ら
憲
法
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
や
、

憲
法
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。「
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、
勉
強
が
必
要
」「
色
ん
な
経
験
を

し
て
い
れ
ば
、
自
分
の
夢
が
見
つ
か
る
」

「
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

大
切
に
」
な
ど
、
夢
に
向
け
て
が
ん
ば
る

生
徒
を
応
援
し
ま
し
た
。

｢夢を持とう！」中学生にエール
～六戸町中学生教育講演会～

優しさあふれる語り口で
中学生にエールを送った伊藤先生
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昨
年
11
月
10
日
、
七
百
中
学
校
修
学

旅
行
の
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
先

輩
講
話
会
」
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
「
東
京

六
戸
会
」
の
下
田
達
也
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
46
年
生
ま
れ
で
、
昭
和
62

年
に
七
百
中
学
校
を
卒
業
し
、
三
沢
高

校
に
進
学
。
そ
の
後
上
京
し
、
現
在
は

（
株
）
リ
ク
ル
ー
ト
運
営
の
求
人
サ
イ
ト

「
リ
ク
ナ
ビ
」
の
広
告
制
作
や
、
採
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
後
輩

で
あ
る
七
百
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち

の
前
で
講
演
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
私
が
講
演
す
る
だ
け
か
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
生
徒
さ
ん
た

ち
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

日
々
の
授
業
風
景
や
給
食
風
景
、
運
動

会
の
様
子
や
部
活
動
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン

と
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
写
真
を
撮
り
、
ス
ラ
イ

ド
を
作
成
し
て
、
自
分
た
ち
の
中
学
生

活
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
姿
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
同
席
し
た
東
京

六
戸
会
会
長
・
高
坂
忠
氏
、
副
会
長
・

田
中
章
雄
氏
も
、
生
徒
さ
ん
た
ち
の
元

気
な
姿
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

当
日
の
準
備
の
ご
指
導
を
さ
れ
た
教

頭
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
方
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僭
越
な
が
ら
私
か
ら
は
、
自
分
が
東

京
に
出
て
き
た
と
き
の
経
験
を
も
と
に
、

人
と
情
報
が
溢
れ
る
い
ま
の
社
会
で
は

自
分
自
身
の
価
値
観
が
全
て
の
物
差
し

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
中
学
時
代
は
、
欲
し
い
モ

ノ
や
情
報
を
「
集
め
る
」
時
代
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
自
ら
「
選
ぶ
」
時
代
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
て
い
る

現
在
で
は
、
地
方
で
も
東
京
で
も
ほ
と

ん
ど
時
差
な
く
最
新
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
情
報
は
人
の
価
値
観
を
作

る
素
材
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ど
の
情
報
を

選
び
、
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
自

分
の
糧
に
し
て
い
く
か
は
自
分
の
興
味

と
想
像
力
次
第
で
す
。

　

将
来
の
可
能
性
は
無
限
大
に
広
が
り

ま
す
が
、
興
味
の
枝
葉
を
広
げ
て
い
く

ほ
ど
、
支
え
る
幹
と
根
が
大
事
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
を
支
え
る
幹
と
根
は
、

こ
の
「
地
元
」
に
あ
り
ま
す
。

　
「
地
元
」
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
「
地
元
」
を
自
慢
で
き
る
人
に
な
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、

学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
大
変
意
義
の
あ

る
「
場
」
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
設
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
七
百
中
学

校
の
皆
さ
ま
、
東
京
六
戸
会
関
係
者
の

方
々
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
六
戸
会
理
事
・
下
田
達
也

（
七
百
中
62
年
度
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　

※

お
知
り
合
い
・
親
戚
の
方
で
東
京
六

戸
会
入
会
ご
希
望
の
方
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
年
会
費
は
千
円
で
す
。

◎
東
京
六
戸
会
事
務
局

〒
２
７
６―

０
０
４
５

千
葉
県
八
千
代
市
大
和
田
１
５
１̶

５

沼
澤　

強（
七
百
中
32
年
度
卒
）

☎　

０
４
７―

４
８
４―

９
４
２
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℻　
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４
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４
８
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４
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７

携
帯
電
話

　

０
９
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８
３
１
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９
４
５
２

Ｅ
メ
ー
ル

　

num
a@
new
m
an-tech.co.jp

◎
東
京
六
戸
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.rokunohe-tokyo.
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中
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告
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国際交流員レオンのページ

　日本は2月11日が建国記念の
日ですね。実はオーストラリアで
これに当たる「オーストラリアの
日」は1月26日です。今月は今ま
でと一風変わるかもしれません
が、わたしがずっと書きたかった
レオンの部屋です。ぜひ読んでく
ださい。
　ほとんどのオーストラリア人にと
って、1月26日はオーストラリアの
日ですけど、総人口の2.5%を占
める原住民のアボリジニにとっ
て、「侵入の日」としても知られ
ています。これからの話題につい
て話すオーストラリア人は少ない
と思います。1つの理由は「恥」
です。もう1つは、単純に事実が
よく知られていないからだと思い
ます。
　わたしが学生だった時、国史
の授業では、5～ 7万年前からい
ると推定されているアボリジニの
事を無視して、イギリス人がオー
ストラリアを発見した1770年が
スタートでした。イギリスは植民
地にするために1788年に、文明
化した人種がいないと宣言しまし
た。植民地になって75万人だっ
たアボリジニの人口は、約100年
で25万人以下になったと推定さ
れています。その原因はヨーロッ
パからの病気などに免疫力がなか

ったからという説があり
ますけど、病気だけでそ
こまで減少しないでしょ
うし、入殖民がほしがる
肥沃な土地を確保する
ためなど、大規模の虐

殺もあったと言われます。
　また、国はアボリジニの文化を
もみ消そうと、1870年から約
100年間、ハーフの子どもを親か
ら奪って、養子として離れた町の
孤児院などに強制的に入れなが
ら、アボリジニの血を引いている
事などを一切否定していました。
「奪われた時代」とも呼ばれるこ
の収容は法律で認められていたの
で、現在も訴える事はできませ
ん。ようやく1960年代の後半で
法律でアボリジニの存在が認めら
れるようになるとともに収容も収
まりました。
　奪われた時代や虐殺などの規
模、目的、実存などについては歴
史家の間に争いが今も続いていま
す。なぜこんなにアボリジニの歴
史が不明というのは、20世紀の
半ばまで研究がほとんどなかった
からです。1950年代までの学校
の教科書では、「野犬と一緒。歴
史も分からないし、文明化してい
ない。人食い人種。」と挙げられ
ていました。70年代に、ある大
学の教授は「アボリジニに道徳感
覚がない。公正に扱おうとするの
は無駄。」と言っていました。教
科書や高い教育を受けているはず
の教授からこんな発言なら、一般
の人はアボリジニのことをよく思

う訳がないでしょう？
　アメリカや南アフリカで黒人に
対する人種偏見や差別があった
事は世界的によく知られています
が、オーストラリアの実態はよく
隠されています。2007年に政権
交代で与党になった労働党は、
「侵入」からちょうど220年後の
2008年にやっと国として正式に
アボリジニに謝罪しました。政府
は和解に向けて働きかけています
けど、健康、教育、就職など、
多くの面でまだ不利な状況にいる
のは現状です。
　わたしは子どもの時に親がアボ
リジニの絵本をくれたり、博物館
に連れていってくれたりして、アボ
リジニの文化に触れる機会があり
ました。特に環境を大事にする事
に感心するようになりました。昔
から人間は天体に魅惑されていま
すが、実は一番先に天文学を勉
強したのがアボリジニだと言われ
るし、本当はとても面白い文化を
持っているのです。喜怒哀楽なん
て国や民族が関係ないし、ちょっ
と文化と肌の色が違うだけで、な
ぜこんな酷い、人間らしくない扱
いをされるのでしょう？自分の国
のこういうところは嫌いです。

明るいセンスと技術

六戸町犬落瀬字明土 67－1
六 戸 中 央 印 刷

TEL 0176-55-3982
FAX 0176-55-5358

E-mail rokunohechuuou1032@bz01.plala.or.jp

）（ ）（

これがレオンのメールアドレスです
メールをくれたら必ず返事します♪
fonseka_leon@town.rokunohe.aomori.jp

アボリジニの岩壁画。4万年前のものも見つかっている。

今
回
は
知
ら
れ
ざ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

歴
史
で
す
。
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「
年
を
と
っ
て
、
つ
ま
づ
き

や
す
く
な
っ
た
」「
入
れ
歯
が

あ
わ
な
い
」「
食
欲
が
減
っ
た
」

な
ど
一
見
年
を
と
る
と
当
た

り
前
と
思
わ
れ
が
ち
な
状
況

で
す
が
、
そ
の
状
態
が
続
く

と
「
転
ぶ
の
が
怖
く
て
コ
タ

ツ
に
ば
か
り
い
る
」「
動
か
な

い
の
で
食
欲
も
ま
す
ま
す
減

り
欠
食
す
る
」
な
ど
か
ら
「
筋

力
が
減
る
」「
転
び
や
す
く
な

る
」「
体
力
が
落
ち
て
風
邪
な

ど
ひ
き
や
す
く
な
る
」
と
な
り
、

転
倒
・
風
邪
な
ど
で
一
旦
寝

込
む
と
悪
化
の
一
途
を
た
ど

り
が
ち
で
、
高
齢
に
な
る
ほ

ど
寝
た
き
り
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　
「
年
の
せ
い
」
は
禁
句
で
す
。

年
齢
を
言
い
訳
に
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
頭
も
体

も
楽
を
し
よ
う
と
す
る
と
弱

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
が
い
き
い

き
と
自
立
し
た
暮
ら
し
へ
の

第
一
歩
で
す
。
気
が
つ
い
た

と
き
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

付
加
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
保
険
者

（
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
）の
独
自
給
付
と
さ
れ

て
い
ま
す
。毎
月
の
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月

額
４
０
０
円
）を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
保
険
料
が
加
算
さ
れ
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円
╳
付
加

保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
申
し
込
ん
だ
月
か
ら
と
な
り
ま

す
。国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料

が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関

な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ

も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

申
し
込
み
の
際
は
、納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、
ご
希
望

の
金
融
機
関
、
ま
た
は
役
場
年
金
係
、
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

町
民
福
祉
課
年
金
係

　
　
　

☎
55―

３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

　
　
八
戸
年
金
事
務
所

　
　
　

☎
０
１
７
８―

43―

７
３
６
８

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国民年金保険料 2月分の納付期限は平成 23年 3月 31 日です。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

2・3月の一般健康相談日
 ●日時：2月15日（火）
　　　    3月  1日（火）
　　       午前9時30分～11時
 ●場所：老人福祉センター  
 ＊忘れずに健康手帳を持って
　 きましょう。　　　　　

 

 

献血者求む！ 
 
 全ての血液型の在庫が不足していま。皆様のご協力をよろしくお願いします。 
 

実施日 実施時間 受付場所 

 

1 月 20 日（火） 

 

 

午前 9 時～10 時 30 分 

午前 11 時～12 時 

午後１時 30 分～３時 30 分 

 

㈱青森フジクラ金矢 

佐藤製線販売㈱ 

六戸町役場 

 
■問い合わせ先 町民福祉課・献血係 ５５－４５９７ 

 

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ―

　

☎
55―

４
４
９
２（
町
民
福
祉
課
内
）

健康教室・
健康相談の日程2/9 午前9時30分～12時 健康相談（上吉田ふれあいサロン） 上吉田地区公民館

2/9 午後1時～3時 健康相談・健康教室｢楽しく認知症予防｣ 坪毛沢公民館
2/10 午前9時30分～12時 健康相談（七百いきいきサロン） 七百地区公民館
2/14 午前9時30分～12時 健康相談（みなみいきいきサロン） 南町（二）公民館
2/15 午前10時～12時 健康相談（川原新田ふれあいサロン） 川原新田構造改善センター
2/15 午後1時～3時 健康相談・健康教室「認知症について」 通目木構造改善センター
2/16 午後1時～2時30分 健康相談・健康教室｢３Ｂ体操｣ 大曲公民館
2/17 午前9時30分～11時30分 健康相談・健康教室｢楽しく認知予防｣ 沖山平公民館
2/18 午後1時30分～2時30分 健康相談（沖山ふれあいサロン） 沖山ふれあい館
2/22 午前9時30分～12時 健康相談 折茂新田構造改善センター
2/24 午前9時30分～11時30分 健康相談・健康教室｢楽しく認知症予防｣ 古里公民館
2/24 午後1時～2時30分 健康相談・健康教室｢楽しく体を動かそう｣ 金矢公民館
3/2 午前9時30分～12時 健康相談（上吉田ふれあいサロン） 上吉田地区公民館
3/3 午前9時30分～12時 健康相談（七百いきいきサロン） 七百地区公民館

月日 時　間 内　　　容 場　　所

『
衰
弱
の
悪
循
環

』
を
ス
ト
ッ
プ
！

『
衰
弱
の
悪
循
環

』
を
ス
ト
ッ
プ
！
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産業課・町民福祉課からのお知らせ

　　学校から帰っても家庭に保護者がいない小学校1年生から 3年生を対象に、
　　専任の指導員をおいて生活指導を行い、子どもの健全育成を図ります。
　　（小学校4年生以上でも必要と認められた場合は対象となります。）

■期　間 平成 23年 4月 1日から平成 24年 3月 31 日まで
 【時　間】
 ・下校時から午後 6時まで
 ・土曜日、長期休暇期間中 ( 夏･冬･春休み ) は、午前 8時から午後 6時まで
　　　　　　　※保護者が就業などの理由により午後 6時まで迎えに行けないなど、保護者からの保育
　　　　　　　時間の延長申請により、町が必要と認めた場合、午後 7時まで 1時間延長します。
 【休業日】
 日曜・祝日、8月 13 日～ 15日 ( お盆休み )、
 12 月 27 日～ 1月 4日 ( 年末年始休み )
 　※児童の帰宅に関しては、保護者の迎えを必要とします。土曜日および長期休暇期間中は、
 　送迎が必要です。

■定　員 六戸小学校第一なかよし会　　70名　( 六戸児童館内 )
 六戸小学校第二なかよし会　　25名　( 六戸児童館内 )
 開知小学校なかよし会      　　50 名　( 七百児童館内 )
 大曲小学校学童保育所　　　　60名

■対象者および優先順位
 ①保護者の就労、疾病などのため、家庭において適切な保育を受けられない児童
 ②母子家庭、父子家庭およびこれに準ずる家庭の児童

■申請方法
 申込書を、3月 4日（金）までに役場町民福祉課に提出してください。
 （申込書は町民福祉課にあります。）

■費　用 保育料は、１人　5,500 円／月です。この保育料には、おやつ代も含みます。
 ※なお、学童保育料は 3ヶ月分滞納すると退所していただく場合があります。

■問い合わせ先　町民福祉課　☎55－3111（内線 124）

平成23年度なかよし会（学童保育）
入 所 児 童 募 集 に つ い て
平成23年度なかよし会（学童保育）
入 所 児 童 募 集 に つ い て

みんなで楽しく野菜を作りませんか？
■場所…折茂地区六戸わい化りんご村西側隣地
■面積…1区画　48平方メートル（約 15坪）
■利用期間…4月中旬～ 11月中旬
■利用料…1区画　年間 4,000 円
■設備…貸し農具（鍬、草取り鎌など）、農具小屋、
　　　　水周りは敷地内にあります。
※トイレ、駐車場は隣のりんご村の施設を利用してください。

・営農指導あり
（指導員、普及
センターほか）
・募集期間　随時

～六戸楽農キャンパス～
オーナー募集中 !!

六
戸
町
貸
し
農
園

■申し込み・
問い合わせ先

産業課　　  
☎55－4495



町民福祉課からのお知らせ
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献血者求む！ 
 
 全ての血液型の在庫が不足していま。皆様のご協力をよろしくお願いします。 
 

実施日 実施時間 受付場所 

 

1 月 20 日（火） 

 

 

午前 9 時～10 時 30 分 

午前 11 時～12 時 

午後１時 30 分～３時 30 分 

 

㈱青森フジクラ金矢 

佐藤製線販売㈱ 

六戸町役場 

 
■問い合わせ先 町民福祉課・献血係 ５５－４５９７ 

 

 

平
成
23
年
青
森
県
交
通
災
害
共
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

加
入
者
募
集
中

　

１
日
１
円
の
掛
金
で
日
本
全
国
ど
こ
で
起
き
た
交
通
事

故
で
も
、弔
慰
金
ま
た
は
治
療
日
数
に
応
じ
見
舞
金
を
お
支

払
い
す
る
制
度
で
す
。平
成
23
年
度
の
予
約
加
入
受
付
を
２

月
１
日
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。ご
家
族
全
員
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
！

●
会
費…

年
間
１
人
３
５
０
円

●
共
済
期
間…

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

　

31
日
ま
で
の
１
年
間

※

年
度
途
中
か
ら
も
加
入
可
能
。そ
の
場
合
の
共
済
期
間
は

　

加
入
し
た
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
。

●
加
入
資
格…

加
入
時
に
六
戸
町
へ
住
民
登
録
あ
る
人
、

　

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
し
て
い
る
人
。

■
問
い
合
わ
せ
先…

町
民
福
祉
課　
交
通
災
害
共
済
係

☎
55―

３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

見
舞
金
の
請
求
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

見
舞
金
の
請
求
期
間
は
傷
害
を
受
け
た
と
き
か
ら
１
年

以
内
で
す
。請
求
が
済
ん
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先…

町
民
福
祉
課　
交
通
災
害
共
済
係

☎
55―

３
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

　
　
・
・
・　
『
あ
っ
た
か
言
葉
』『
ほ
ん
わ
か
言
葉
』『
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
』　
・
・
・

大曲小学校での授業の様子です。
みんなで『元気がでる言葉』を出し合いました。

心
を
元
気
に
す
る
”
魔
法
の
言
葉
“使
っ
て
ま
す
か
？

心
を
元
気
に
す
る
”
魔
法
の
言
葉
“使
っ
て
ま
す
か
？

心
を
元
気
に
す
る
”
魔
法
の
言
葉
“使
っ
て
ま
す
か
？

傷つく言葉って？

ばか、うるさい、ウザイ、
むかつく、じゃま、
だまれ、最悪、
あっちいけ…など

元気がでる言葉って？

ありがとう、すごいね、
よかったね、大好き、ごめんね
ごくろうさま、上手だね、
おめでとう…など。

こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
？

～
眠
れ
て
ま
す
か
～

　

眠
れ
な
い…

。
そ
れ
は
、
心
が
疲
れ
て

い
る
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
週
間
以
上
眠
れ
な
い
時
は
、
我
慢
せ

ず
に
左
記
の
窓
口
や
か
か
り
つ
け
の
先
生

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口　

六
戸
町
役
場
町
民
福
祉
課

　
　
　

☎
55―

４
５
９
７

上
十
三
保
健
所

　
　
　

☎
23―

４
２
６
１

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
こ
こ
ろ
の
電
話
】

　
　
　

☎
０
１
７―

７
８
７―

３
９
５
７

　
　
　

☎
０
１
７―

７
８
７―

３
９
５
８

こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
？

～
眠
れ
て
ま
す
か
～

　

去
る
11
月
・
12
月
、
町
内
の
各
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

（
４
学
年　

※

六
戸
小
学
校
は
３
学
年
以
上
）
を
対
象
に
、

こ
こ
ろ
の
健
康
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
普
段
、
学
校
で

は
相
手
を
傷
つ
け
る
『
ち
く
ち
く
言
葉
』
を
使
い
、
人
間

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
現
状
と
、
小
さ
い
頃
か

ら
心
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
相
手
を
思
い
や
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
の
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
と
思

い
、
自
殺
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
心
の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士

か
ら
、
心
の
働
き
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
ま
た
、

心
が
元
気
で
い
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
な
ど

を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
し
て
く
れ
た
小
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
お
家

の
人
に
『
あ
っ
た
か
言
葉
』『
ほ
ん
わ
か
言
葉
』『
ふ
わ
ふ

わ
言
葉
』
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
た
か
？
普
段
、
学
校
で
も

先
生
や
友
達
に
使
っ
て
あ
げ
て
ま
す
か
？
自
分
が
言
わ
れ

て
う
れ
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
は
、
相
手
だ
っ
て
同
じ
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
大
人
も
、
お
互
い
が
気
持

ち
よ
く
、
う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
言
葉
で
の
や
り
と
り
を

し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。
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建設下水道課からのお知らせ

 住宅名 募集戸数 　　　所　在　地
１  舘野 　3戸 犬落瀬字下久保174―1235

  間取 　面積 　　月額家賃 建設年度

３LDK 79.48㎡ 32,100 ～ 47,700 　H22

平方メートル

▼２階

洋室
（６帖）

収
納

吹抜

洋室
（６帖）

階段

▲舘野団地１階

オイル
タンク

Ｗ
Ｃ

玄関

ホール

ＬＤＫ
（１０帖）

収納

和室
（６帖）

物置
階段

ガスボンベ

外部物置

洗面
脱衣所

浴室

【間取り図】

収納

 

　

町営住宅の入居者を募集します。

■受付期間　2月1日～ 2月28日まで
　　　　　　午前8時15分～午後５時
　　　　　　※土、日、祝日を除く
■選考方法　申込書をもとに、入居者選考委員会
　　　　　　の意見により決定

募集する町営住宅

■入居者資格
（１）現在同居している、または同居しようとす
　　　る親族がある方
（２）住宅にお困りの方
（３）町税を滞納していない方
（４）入居しようとする世帯全員の収入が
　　　下記の範囲内にあること
　※一般世帯…政令月収15万8千円以下
　※障がい者世帯など
　　　　　   …政令月収21万４千円以下
（５）暴力団員ではないこと
　※ただし、60歳以上の方または身体障害者
　　手帳の交付を受けている方で１～４級の
　　方、もしくは生活保護を受けている方は
　　単身でも可

■申し込みに必要な書類
①住民票謄本
②平成21年分の所得証明書（収入の有無に関係な
　く学生以下の方を除いた全員分が必要）
③平成22年度の納税証明書
④現在の就業および給与支払いを証明できるもの
　（源泉徴収票など）
⑤その他証明書（障害者手帳などの写しなど）
■申し込み方法　必要書類を完備の上、建設下水
　道課へ直接提出してください
■入居予定日　平成23年４月
■入居決定後の手続
　入居決定後、原則として10日以内に次の手続き
　をしなければなりません
①敷金（家賃2か月分）の納付
②町長が適当と認める連帯保証人（六戸在住）の
　連署する請書を提出すること
■町営住宅申込書
　建設下水道課に備え付けております。
　（町HPからダウンロードも出来ます。）
■問い合わせ先　建設下水道課　☎55－4610

町 営 住 宅 入 居 者 募 集

自動販売機の管理者へ回収箱の設置のお願い
　近年は町民の環境保全意識が高くなり、それに
伴い空き缶などのポイ捨てを含む不法投棄を問題
視する声も多くなってきています。
　このような現状から、飲料用自動販売機の管理
者に対しては、環境保全の面から、より一層の缶・
ビン・ペットボトルの回収箱の設置・処理の適正
管理をお願いします。

■問い合わせ先　建設下水道課　☎55－4610

盛運橋補修工事車両通行止め時間の変更について
　盛運橋補修工事（高見地区）の交通規制時間が
下記のとおり変更になりました。
変更前　通行止め時間　午前8時～午後5時
変更後　終日（24時間）
　　　　※期間　1月17日～ 3月25日
　工事中大変ご迷惑、ご不便をおかけしますが、
ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。

■問い合わせ先　建設下水道課　☎55－4610



教育課からのお知らせ

2011（H23）2月号　10

 

 

献血者求む！ 
 
 全ての血液型の在庫が不足していま。皆様のご協力をよろしくお願いします。 
 

実施日 実施時間 受付場所 

 

1 月 20 日（火） 

 

 

午前 9 時～10 時 30 分 

午前 11 時～12 時 

午後１時 30 分～３時 30 分 

 

㈱青森フジクラ金矢 

佐藤製線販売㈱ 

六戸町役場 

 
■問い合わせ先 町民福祉課・献血係 ５５－４５９７ 

 

■
対　
　
象　
昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、十
和
田
市
お
よ

　
　
　
　
　
　

び
六
戸
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者　
（
普
通
自
動
車
免
許
所
持
者
） 

■
業
務
内
容　
一
般
調
理
員…

調
理
・
洗
浄
・
清
掃
作
業
ほ
か

　
　
　
　
　
　

特
定
調
理
員…
一
般
調
理
業
務
及
び
危
険
性
を
伴
う
業
務　

 

■
募
集
人
員　
一
般
調
理
員…
若
干
名　

特
定
調
理
員…

若
干
名 

 
 

■
勤
務
場
所　
十
和
田
・
六
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

■
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日（
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

■
賃　
　
金　
一
般
調
理
員…

日
額
７
，０
０
０
円　

特
定
調
理
員…

日
額
９
，２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

※

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入 

 
 

■
雇
用
期
間　
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
学
期
ご
と
の
雇
用

■
試
験
内
容　
面
接
試
験

■
試
験
日　
３
月
４
日（
金
）　

集
合
時
間
は
後
日
通
知
。

■
試
験
場
所　
十
和
田
市
南
公
民
館 

■
提
出
書
類

　
▼
履
歴
書（
市
販
の
も
の
に
顔
写
真
貼
付
） 

　
　

※

履
歴
書
の
上
段
に
、希
望
す
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
職
種（
一
般
・
特
定
）を
朱
書
き
し

　
　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

▼
自
動
車
運
転
免
許
証
の
両
面
の
写
し

■
受
付
期
間　
２
月
１
日(

火)

〜
18
日(

金)

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
）

　

※

郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
日
日
雇
用
職
員
申
込
」と
朱
書
き
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。（
２
月
18
日
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　
　
　
十
和
田
・
六
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
☎
23
ー
５
３
７
５ 

十
和
田
・
六
戸
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

日
日
雇
用
職
員
（
一
般
・
特
定
調
理
員
）
募
集 

六
戸
町
奨
学
資
金
利
用
の
お
知
ら
せ

■
対　
　
象　
４
年
生
大
学
に
進
学
し
、
父
母
ま
た
は
後
見
人
等

が
一
年
以
上
六
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
者
。た
だ
し
、
国
立
・
公
立

お
よ
び
昼
間
、夜
間
の
別
を
問
わ
な
い
が
、通
信
教
育
部
、大
学
院
、

短
期
大
学
、放
送
大
学
、自
治
医
科
大
学
、防
衛
大
学
校
、お
よ
び
海

上
保
安
大
学
校
を
除
く
。

■
選　
　
考　
六
戸
町
奨
学
生
選
考
委
員
会
が
学
業
成
績
、
所
得

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
貸
付
額　
月
額
５
万
円
以
内
、
入
学
一
時
金
と
し
て
50
万
円

を
限
度
に
貸
し
付
け
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　
貸
付
申
請
書
（
教
育
課
に
て
配
布
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
入
学
許
可
証
・
在
学
証
明
書
・
学
業
成
績
証
明
書
・
保

証
人
承
諾
書
・
同
一
世
帯
お
よ
び
保
証
人
の
前
年
の
所
得
証
明
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　
2
月
15
日（
火
）〜
3
月
28
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
課　
☎
55
ー
４
５
８
７

事
務
の
点
検
評
価
報
告
書
を
公
表
し
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管

理
、執
行
状
況
に
つ
い
て
点
検
、評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
年
度
を
対
象
と
し
た
点
検
、
評
価
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、次
の
と
お
り
閲
覧
し
て
お
り
ま
す
。

　

■
閲
覧
場
所　
教
育
委
員
会（
図
書
館
内
）

　

■
閲
覧
期
日　
３
月
31
日（
木
）ま
で

　

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
課　
☎
55
ー
４
５
８
７





Information
町長執務室行政ホットラインファックス　55－5555

2011（H23）２月号　12

各種免許試験案内

■問い合わせ先　財団法人 安全衛生技術試験協会　東北安全衛生技術センター　☎0223-23 - 3181

試験前の説明がありますので、試験開始時刻の15分前に入室してください。

● 　特 級 ボ イ ラ ー 技 師

試 験 の 種 類

● 24一 級 ボ イ ラ ー 技 師
● 26二 級 ボ イ ラ ー 技 師
●

　
★特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士

● ★普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
● 　ボ イ ラ ー 整 備 士　

運
転
士

★
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク

　
限 定 な し
ク レ ー ン 限 定

　床上運転式クレーン限定
　限 定 免 許 解 除

★ 21移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
★ 　揚 貨 装 置 運 転 士
● 　発 破 技 師
● 　ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
● 　林 業 架 線 作 業 主 任 者
●

12・27
第 一 種 衛 生 管 理 者

● 第 二 種 衛 生 管 理 者
● 　高 圧 室 内 作 業 主 任 者

　エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
　ガンマ線透過写真撮影作業主任者

※試験終了時刻はクレーン限定免許解除試験、床上運転式クレーン限定免許解除試験は14：45、デリック限定免許解除試験は15：30です。
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1
6

14

　

　

　
　
15
　
　
　
　

2・26

　
　
　
　

10：00 16：10
10：00 15：30
13：30 16：30

13：30 16：00

13：30 16：00

13：30 16：00

13：30 16：00
13：30 ※参照
13：30 16：00
13：30 16：00
13：30 15：30
13：30 16：30
13：30 16：30

13：30 16：30

10：00 15：30
10：00 15：30
10：00 15：30
10：00 15：30

平　　　成　　　２ ３　　　年
学 科 試 験 日 程 開 始

時 刻
終 了
時 刻

潜 水 士

21
％
か
ら
９
・
35
％
へ
と
大
幅
に
引
き
上

げ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
ま
た

現
在
の
累
積
債
務
を
着
実
に
解
消
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
も
４
月
納
付

分
の
保
険
料
よ
り
９
・
51
％
へ
の
引
き
上

げ
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
中
小
企
業
の
経
営
環
境
や
家
計

の
状
況
の
中
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
医
療
を

支
え
る
た
め
、
何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
全
国
健
康
保
険
協
会

青
森
支
部　

☎
０
１
７-

７
２
１-

２
７
１
３

H
P　
http://kyoukaikenpo.or.jp/
　
　
 13,0,73.htm

司
法
書
士
相
談

　

多
重
債
務
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
等
の
消

費
者
問
題
、
登
記
・
供
託
に
関
す
る
相
談

を
実
施
し
ま
す
。（
要
予
約
）

■
相
談
日　
２
月
16
日
（
水
）

■
場
所　
六
戸
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

１
階
和
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

２
月
７
日
（
月
）
〜
15
日
（
火
）

　

産
業
課　

☎
55-

４
４
９
５

ち
い
さ
な
春
ま
つ
り

■
日
時

　

２
月
５
日
（
土
）
〜
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム

　
　
　
　

公
立
も
く
も
っ
く

　
（
十
和
田
市
三
本
木
字
西
金
崎
）

■
内
容

　

・
福
祉
施
設
生
産
物
展
示
販
売

　

・
鉢
花
贈
呈
（
先
着
50
名
）

　

・
お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
（
午
後
１
時
30
分
よ
り
）

　

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム

　

公
立
も
く
も
っ
く　

☎
20-

１
６
６
６

協
会
け
ん
ぽ
青
森
支
部

　
　
　

 

保
険
料
率
に
つ
い
て

　
現　

行　

９
・
35
％

　
　
　
　
　

↓
改
定
後　
９
・
51
％

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

青
森
支
部
で
は
、
県
内
の
中
小
企
業
な
ど

で
働
く
方
と
そ
の
ご
家
族
が
加
入
す
る
健

康
保
険
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
支
部
の
保
険
料
率
は
、昨
年
春
に
８
・

お
知
ら
せ
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メールアドレス　mayor@town.rokunohe.aomori.jp

　
　

ー
ラ
ム
Ⅱ

　
　

〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携

　
　
　

と
は
何
か　

秋
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

の
取
り
組
み
に
学
ぶ
〜

■
開
催
日　
２
月
27
日
（
日
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
航
空
科
学
館　

☎
50-

７
７
７
７

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
が
流
れ
た

よ
う
だ
が
、
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
・
・
・
、

放
送
を
も
う
一
度
聞
き
た
い
・
・
・

　

放
送
さ
れ
た
内
容
を
電
話
で
再
度
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

防
災
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

　

☎
55-

４
４
６
６

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
55-

４
５
８
２

 

科
学
実
験
工
房

◆
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
月
の
科
学
」

■
開
催
期
間　
〜
２
月
27
日
（
日
）

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ビ
ー
玉
ア
ク
セ
サ

　

リ
ー
」

■
開
催
期
間　
２
月
の
土
日
祝
日
の
み

◆
ミ
ス
・
ビ
ー
ト
ル
号
復
元
機
特
別
展
示

■
期
間　
〜
平
成
23
年
の
三
沢
基
地
航
空

祭
ま
で

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報

一　

〜
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
80
周
年
〜

　
　

ミ
ス
・
ビ
ー
ト
ル
号
お
も
ひ
で
紙
芝
居

■
開
催
日　
２
月
11
日
（
金
・
祝
）

二　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

科
学
館
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン

■
開
催
日　
２
月
13
日
（
日
）

三　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
と
ん
ぼ
玉
」
制
作

■
開
催
日　
２
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）

四　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
フ
ォ

　

特
定
の
科
目
を
履
修
し
試
験
に
合
格
す

る
と
、
単
位
を
修
得
で
き
る
制
度
で
す
。

修
得
し
た
単
位
は
、
青
森
県
立
保
健
大
学

大
学
院
に
進
学
し
た
際
に
、
既
修
得
単
位

と
し
て
認
定
を
受
け
る
場
合
な
ど
に
利
用

で
き
ま
す
。

■
出
願
受
付　
前
期　

３
月
１
日(

火
）

〜
３
月
22
日(

火
）

後
期　

７
月
12
日(

火
）

〜
８
月
５
日(

金
）

■
開
講
科
目　
専
門
支
持
科
目
お
よ
び
専

門
科
目
の
う
ち
指
定
し
た
科
目

■
選
考
方
法　

■
問
い
合
わ
せ
先　
青
森
地
方
法
務
局
戸

籍
課　

☎
０
１
７-

７
７
６-

９
０
２
２

（
内
線
１
２
３
３
）

教育委員会委員に選任
　種市美智子教育委員会委員の任期満了
に伴い、新たに種市正孝氏（赤田）が任
命され、吉田豊町長より委任状が手渡され
ました。

交通死亡事故ゼロ記録を継続
　町交通安全協会大曲第２支部（菊地時夫
支部長）、大曲第３支部（渡辺耕一支部長）、
上吉田支部（出戸秀彦支部長）が交通死亡
事故ゼロ記録の表彰を受けました。

クリスマスを楽しもう！
　子ども会連合会は文化ホールでクリスマス
の集いを行いました。集まった約120人の親
子は、会の小中学生が中心となって企画した
遊びやゲーム、制作体験などを楽しみました。

年末年始に向け、町内の取締り強化
　年末、県下一斉警戒取締りに伴い、町
の交通・防犯に携わる団体や駐在所が協
同で、交通安全の街頭ＰＲや中心街や町内
コンビニの防犯パトロールを行いました。

六戸中の取り組みに感謝状
　六戸中学校（櫻田良一校長）は、これま
での全国中学生人権作文コンテストへの応
募、入賞が認められ、主催者より感謝状が
贈呈されました。

５
０
０
円
記
念
貨
幣
の
引
換
え

真
冬
の
野
外
体
験

と　　き　2月20日（日）
　　　　　午後2時30分開演
　　　　 （30分前より開場）
と こ ろ　六戸町文化ホール
チケット　全席指定3,000円
　　　　　または
　　　　　みのりスタンプ4冊

問い合わせ先
　六戸町文化ホール　☎55-5511
　六戸町みのりスタンプ会
　　　　　　　　　　☎55-2095

林家正蔵独演会
～チケット絶賛発売中～

科
目
等
履
修
生
の
募
集

三
沢
航
空
科
学
館
２
月
イ
ベ
ン
ト
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Information

（
12
月
届
出
分
）

■
ご
結
婚
（
２
件
／
全
10
件
）

■
お
誕
生
（
３
件
／
全
９
件
）

■
お
く
や
み
（
８
件
／
全
12
件
）

（（

　

戸
籍
の
窓
口
掲
載
欄
は
、
届
出
時
に
確
認

し
、
希
望
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
場
合
で
も
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る

場
合
は
、
町
民
福
祉
課
戸
籍
担
当
ま
で
届
け

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
家
族
が
届
け
出
す
る

場
合
は
、
本
人
の
了
承
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

まちのうごき
人口　10,596人

世帯数  3,850 世帯（5世帯減）

男　5,145人 （7人減）
女　5,451人 （3人減）

（10人減）

転入　19人
転出　22人

出生　 4人
死亡　11人

平成 22年 12月末現在

県 内 飲酒運転による死者

高齢者の死者
累 計六戸町

605
（＋17）

33
（＋26）

5,842
（－163）

4
（＋3）

0
（＋0）

66
（＋16）

740
（＋11）

6
（－1）

7,162
（－320）

発
生

死
者
の
う
ち　

累
計

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

死
者

傷
者

（65歳以上の人）
自動車乗車中の死者
（着けなければならない人）
非 着 用 死 者
（着けていなかった人）
着けていれば助かった
と 思 わ れ る 人

3
（－1）
45

（＋21）
22

（－1）
10

（－1）
4

（＋0）

あなたも参加 わたしもやります “交通安全”
（平成22年12月31日現在）

青森県交通対策協議会

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

〈12月〉
交通事故概況

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
入
賞
作

暗
い
道　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
射
材

－

　発生件数　5,842件　（前年比 －163件、 － 2.7％）
　死 者 数　 66人　（前年比 ＋016人、 ＋32.0％）
　負傷者数　7,162人　（前年比 －320人、 － 4.3％）
　　■死者数の対前年増減率は、都道府県別で全国ワー
　　　スト２位。
　　■発生件数、負傷者数は平成 14年以降９年連続で
　　　減少。 
      
 

　１．高齢死者の増加（45人　前年比＋21人）
　　　全死者の約７割（68.2％）を占める
　２．歩行中の死者の増加（32人　前年比＋13人）
　　　32人中高齢者は 27人。高齢歩行者の死者は前
　　　年比＋10人
　３．運転者の前方不注意による事故死者の増加
　　　（36人　前年比＋14人）
　４．若年者第一当事者の交通死亡事故の構成率が過去
　　　最少※（５件　構成率 7.6％）
　５．飲酒運転による事故死者の構成率が過去最少※
　　　（３人　構成率 4.5％）
　　　※県内交通事故死者数ピーク時の昭和 47年以降最少

　１月19日、十和田市グランドホールにおいて、警察協力功
労者に対する感謝状贈呈式が行われました。六戸町からは、
平成22年中に警察活動に積極的に参加・協力した、３団体・
５個人が感謝状を贈呈されました。　（五十音順）

■団体（３団体）
　有限会社 大一自動車整備工場
　郵便事業株式会社 六戸郵便局
　六戸町交通安全母の会

交通死亡事故の特徴

交通事故発生状況

交通死亡事故の特徴

交通事故発生状況

■個人（５名）
　赤坂　隆治
　伊沢　義隆
　高坂　邦男
　鈴木　章夫
　山内新兵衛

米　

沢

－

表彰を受ける野崎和子六戸町交通安全母の会会長

青森県交通対策協議会
平成２２年中の交通事故発生状況平成２２年中の交通事故発生状況平成２２年中の交通事故発生状況平成２２年中の交通事故発生状況
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金

借金の相談料　無料 !!
任意整理　１社　2万 5千円
①大手消費者金融へ 5年以上返済を続けている。
②金利が 25パーセント前後だった。
　上記①②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
　貸金業者が倒産する前に善は急げ！お電話ください。

弁護士　今井　正　十和田市西二番町８－４
TEL０１７６－５１－４３１７

アカシアの森法律事務所

ボイラー・ストーブ修理の店
田中冷暖房機器サービス

たての台団地内
TEL／ FAX０１７６－５５－３４８９
        携帯 ０８０－１８４１－０２４６

田　中　冨士雄

2月の行事・健康カレンダー＆まちの笑顔

今月の写真は、クリスマス会の集いを取材した時の写真です。

日 月 火 水 木 土

・建国記念の日

３２１ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 3/1 ２ ３ ４ ５

・心配ごと相談日
（老人福祉センタ
ー）

・生涯学習フェス
ティバル（文化ホ
ール）

・行政報告会
（岡沼地区構造改
善センター～七百
地区公民館～小松
ヶ丘地区地域交流
館～文化ホール）

・芸術文化賞・スポ
ーツ賞合同表彰式
（文化ホール）
・エイズに関する相
談、Ｂ型・Ｃ肝炎検査
（上十三保健所）
・心配ごと相談日
（老人福祉センター）

・行政報告会
（鶴喰公民館～米
沢公民館～折茂公
民館）

・女性健康相談
（上十三保健所）

・4、12 か月児健診 ・メイプルジュニ
ア教室（前山GS）

・林家正蔵独演会
（文化ホール）
・東地区運動会
（町総合体育館）

・心配ごと相談日
（老人福祉センタ
ー）

・メイプルジュニ
ア教室（前山GS）

・1歳 6か月児健
診

・エイズに関する
相談、Ｂ型・Ｃ肝炎
検査（上十三保健
所）
・心配ごと相談日
（老人福祉センタ
ー）　
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　１月９日、町消防団、六戸消防署は官庁街通りで出初式を
挙行しました。
　式には、町消防団員や六戸消防署員など関係者約 150 名が
参加。吉田豊町長、鈴木章夫消防団長、古舘正樹消防署長らは、
各分団の隊列状況やポンプ車の整備状況などの報告を受け、
地域防災活動を担う団員たちの士気の高さを確認しました。

▲

アウトリーチの取材で初めてヴァイオリンを弾くこと
に。繊細なイメージ通り、弦を持つ手に微妙な加減が
要求されます。音を出すだけでも神経がすり減り、ほ
んの数分でしたが右手がプルプルと震え出しました。
音楽オンチの私。広報の仕事をしていなければ、一生
出会うことはないだろうとても貴重な経験でした

▲

教
育講演会で、中学生から「どうやって夢を見つけたら
いいか」という質問に、伊藤真先生は優しくおっしゃ
いました。「色んな経験をしていれば、その中から夢に
つながるきっかけが見つかる。『挑戦しよう』という気
持ちを持って欲しい」と

▲

10 代の多感な時期に、より
多くの経験をすることが有益だということは誰でもご承
知でしょう。夢を持たない若い世代が増えたと言われ
ます。子どもたちの経験をサポートすることが私たち大
人の役目だと、改めて考えさせられた1ヶ月でした。

● 編 集 後 記 ●

　これからも、た
くさん食べてたくさ
ん遊んで大きくなっ
てね !!
（パパ・ママより )

―たての台団地―

父　義人さん　母　妙子さん

かける

吉　田　　  翔 くん

　寒風吹きすさぶ中、一糸乱れぬ分列行進をみせる
団員たち。（先頭は第４分団長の小林茂さん）

　

第
２
大
隊
（
車
両
部
隊
）
の
点
検
報
告
を

見
守
る
吉
田
豊
町
長（
観
閲
者
）と
長
根
一
男

大
隊
長
。

　六戸町全分団の車輌 10 台と六戸消防署より2 台
の計 12台が官庁街に集結。まさに壮観の一言。

　殉職した消防署員、消防団員に黙とうをささげる（熊野
神社前）。その後、神前に職務の安全を祈願した。

（1才４ヶ月）

地域防災の心構え新たに！地域防災の心構え新たに！
～六戸町消防出初式～

◆お詫びと訂正◆
　先月の民生委員および児童委員の紹介記事の中で、
づめき団地・たての台団地地区の委員として「中村
しずゑ」さんと表記しましたが、正しくは「中村し
づゑ」さんでした。訂正してお詫びします。


